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大地の芸術祭
ロンドンエッセイ　58  小野 あずさ

　今月、日本にお仕事で一時帰国して
います。越後妻有アートトリエンナーレ
“大地の芸術祭”のお手伝いをするた
めです。どうしてわざわざ英国から日本
の新潟へ働きに来たかというと、早い話
が、2003年にこの芸術祭に関わってい
なければ、今の自分はいないからです。
私が舞台照明に出会えたのは、この芸
術祭のお陰でした。　

　日本で美術短大生だった頃、インス
タレーションアートやプロダクトデザイン
に興味があり、当時はペイントでの色彩
構成や彫刻、シルクスクリーンや映像作
成など、さまざまなことを模索していまし
た。短大卒業後、今後の進路に迷いな
がらバイトをする日々 でしたが、元クラス
メートからある日、「“大地の芸術祭”と
いう面白そうな国際芸術祭が新潟であ
るみたいなんだけど、ボランティア『こへ
び隊』を募集しているみたいだから行っ
てみない？」と誘われました。ちょうど、
その芸術祭の説明会が東京であった
ため、参加して話をきいてみると、新潟
妻有地域の6つの村・町の森や棚田な
どの自然界と、道端や空き家、閉校し
た小学校などの空間を使い、大規模か
つ大胆なアートが繰り広げられていると
いうのです。過疎化が進む村や農村地
帯の現状と、豪雪地帯に生きる美しくも
過酷な自然と人々の営み、そこで培わ
れてきた穀物や文化、生き様をテーマ
に、世界各地からアーティストを招いて、
その土地でしか存在しない作品を制作
してもらうという過程で、地元と都会、
お年寄りと若者が一緒になってそれら
の作品制作に関わることで、アートを通

じて地域の活性化と自然への見直しに
繋げていくことを目的とする、とても画期
的な芸術祭なのです。芸術祭総合ディ
レクターの北川フラム氏のそのようなお
話を聞いて、とても感心し、是非関わり
たいと思いました。

　はじめは、山奥の大きな土壁彫刻の
制作に携わったり、アーティスト宿舎の
清掃や、地元のお母さんたちとおにぎ
りを握ったり、地味な作業でも人と自然
に心洗われるような体験を沢山できまし
た。数週間たった頃、この芸術祭のた
めに建てられた半野外劇場『農舞台』
のイベントチームが、人手が足りていな
いということだったので、自分はこへび
隊としてイベントチームに配属されまし
た。そこで舞台のブの字も知らない素
人のこへび隊たちに、舞台とは何かを
基礎から教えていた曽我傑氏、私の師
匠に出会ったのです。こへび隊の中に
は、地元の人も何人かいました。自らの
力で、自分たちの地域の劇場とアートを
守っていけるように、彼らの意識を高め
技術面を育てること、そしてそこに魅力
と誇りを感じてもらうことを、師匠は目指
していらっしゃるようでした。人と地域と
自然と舞台、その繋がりを重点に、舞
台、そして舞台照明の哲学、技術、仕
組みと過程を、飛び飛びの数週間で叩
き込んでもらったのを覚えています。叩
き込まれたというよりも、彼の照明に魅
了させられたから必死に見て学んだと
いうほうが、正しいかもしれません。

　劇場は半野外なので、舞台奥は吹
き抜けで、美しい棚田の風景が広がっ

ています。これを照明でどう当てるかに
よって、舞台美術の見え方が変わってき
ます。地元の方々は、いつも見慣れて
いる棚田が、幻想的に姿を変えて観客
を喜ばせているのを見て、とても嬉しそ
うでした。誰でも、自分の生まれ育った
土地が人々に良い印象を与えていると
ころを見るのは、とても喜ばしいことだと
思います。
　この半野外劇場は、客席をパイプイ
スやござで自由に増やせるキャパ三百
～千人くらいのスペースで、芸術祭期
間中に行われる公演の種類はダンス、
コンサート、演劇、サーカスなどさまざ
まで、世界各地からパフォーマンスアー
ティストが招かれ、公演が頻繁に行わ
れます。私の仕事は、来るアーティスト
の要望に応え、照明デザインや、テクニ
カルコーディネート、通訳など、海外アー
ティストと日本のサポートチームを繋ぐ役
割をしています。新潟の美味しいご飯
を毎日食べて、仲間と一緒に公演を作
り上げ、いい汗をかいた後に温泉に入
る。長時間労働もありますが、自然に囲
まれた、なんとも心癒される環境です。

　「今後、舞台照明を勉強したいのだっ
たら、いろいろな国の作品やアーティス
トが集まる米国か英国があずさ（自分）
には向いているかもね」と、アドバイスを
くださったのも師匠でした。自分も英国
には興味があったので、その言葉に押
されたように、芸術祭終了直後に渡英
しました。あの出会いがなければ、きっ
と自分は照明の道に進んでいなかった
かもしれないと思うと、芸術祭に誘ってく
れた友人に感謝の気持ちでいっぱいに
なります。

　今振り返ると、2003年の芸術祭で
の体験は、人生で一番青春した瞬間
であったし、いつも新潟のこの劇場にく
ると初心に帰れる気がします。光への
感動。現場で初めて点く明かりを見て
『あ、点いた♡』と、心がふわっととき
めく感覚は、照明の仕事をあと何十年
やっても、自分の中でなくならないでほし
いものです。

2003年『真実のリア王』舞台風景ー農舞台にて。




